
自
然
災
害
の

日
本
は
幾
多
の
自
然
災
害
に
見
舞
わ
れ
、そ
の
た
び
に
復
興
を
果
た
し
て
き
た
。

こ
の
繰
り
返
し
の
な
か
で
、私
た
ち
は
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

防
災
施
設
の
整
備
や
法
制
度
の
改
革
な
ど
様
々
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
盾
と
し
て
災
害
に
対
峙
し
続
け
て
き
た
。

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
両
面
か
ら
の
対
策
は
着
実
に
効
果
を
上
げ
、防
災
・
減
災
力
が
向
上
、被
害
を
抑
制
し
て
い
る
。

し
か
し
、地
球
規
模
の
自
然
環
境
の
変
化
、気
候
変
動
に
よ
っ
て
自
然
災
害
の
性
質
が
変
化
。

大
地
震
、大
津
波
、集
中
豪
雨
、台
風
の
多
発
な
ど
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
想
定
し
て
い
た
規
模
を
超
え
る
被
害
が
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
社
会
全
体
に
与
え
る
イ
ン
パ
ク
ト
も
時
代
を
反
映
し
て
新
た
な
側
面
を
見
せ
て
き
た
。

来
る
べ
き
災
害
に
備
え
る
。そ
の
と
き「
想
定
外
」を
弁
解
の
言
葉
と
し
て
口
に
し
た
く
は
な
い
。

未
知
の
災
害
に
対
処
す
る
た
め
に
、過
去
の「
記
憶
」と「
教
訓
」に
学
ぶ
こ
と
は
多
い
。

近
代
以
降
、我
が
国
が
直
面
し
て
き
た
自
然
災
害
と
そ
の
対
策
、時
代
背
景
を
見
て
み
よ
う
。
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記
憶
と
教
訓

1945年から1960年までは地震、台風などにより毎年のように1,000人以上の人命が失
われていた。1959年の伊勢湾台風以降は死者・行方不明者数が激減。建築物、構造物
の耐震性向上や治山・治水・海岸整備の進展、防災体制の充実などの成果である。
その後約半世紀、自然災害への防災・減災力が高まるなか、日本の経済は急成長を果た
した。しかし1995年の阪神・淡路大震災では高密度化した都市部での大被害、2011年
の東日本大震災ではこれまでにない広範囲で甚大な被害が生じた。今後、さらなる巨大
地震の発生も危惧される。これまでの常識にとらわれない、新たな防災・減災対策が必
要となっている。（出典：平成24年防災白書）
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主な災害：
東日本大震災（18,880人）

主な災害：
阪神・淡路大震災（6,437人）

主な災害：伊勢湾台風（5,098人）
主な災害：洞爺丸台風（1,761人）

主な災害：南紀豪雨（1,124人）
主な災害：福井地震（3,769人）

主な災害：三河地震（2,306人）、枕崎台風（3,756人）

主な災害：カスリーン台風（1,930人）

自然災害による死者・行方不明者数（1945年以降）


